
平
成
二
十
二
年
二
月
十
二
日
提
出

質

問

第

一

一

一

号

天
下
り
の
実
態
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

秋

葉

賢

也
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天
下
り
の
実
態
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
十
一
月
二
十
四
日
に
提
出
し
た
「
天
下
り
の
実
態
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
十
二

月
四
日
内
閣
衆
質
一
七
三
第
一
〇
六
号
）
を
踏
ま
え
て
、
次
の
点
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
。

一

政
府
は
「
天
下
り
根
絶
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
民
主
党
が
政
権
の
座
に
就
い
て
か
ら
の
日
本
郵
政
の
社
長
人
事
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
幹
部
人
事
へ
の
公
務
員
Ｏ
Ｂ
の
起
用
は
、
長
年
「
天
下
り
」
の
問
題
を
厳
し
く
追
及
し
て
き
た
民
主
党
の
姿
勢

と
は
相
容
れ
な
い
も
の
と
考
え
る
。

�

政
府
が
「
天
下
り
先
」
と
す
る
団
体
の
定
義
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

�

政
府
が
考
え
る
「
天
下
り
」
の
問
題
点
す
な
わ
ち
、
「
天
下
り
」
が
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
の
は
ど
の

よ
う
な
点
か
。
具
体
的
に
例
示
さ
れ
た
い
。

二

国
家
公
務
員
法
第
十
八
条
の
六
で
は
、
官
民
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
が
内
閣
総
理
大
臣
の
委
任
を
受
け
て
、
同
法
第
十
八
条

の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
（
職
員
の
離
職
に
際
し
て
の
離
職
後
の
就
職
の
援
助
）
を
行
う
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
よ
り
、
役
員
に
つ
い
て
の
離
職
後
の
就
職
援
助
も
行
う
こ
と
と
さ

れ
る
。
し
か
る
に
、
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
は
平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日
の
閣
議
に
お
い
て
「
官
民
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー

一



に
よ
る
あ
っ
せ
ん
も
、
組
織
の
改
廃
等
に
よ
り
離
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
今
後
は
一
切
行
わ
な
い
」
と
発
言
し

た
。

�

「
あ
っ
せ
ん
」
の
定
義
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

�

「
あ
っ
せ
ん
」
を
伴
わ
な
い
形
で
の
公
務
員
の
再
就
職
を
認
め
る
こ
と
は
、
一
の
�
で
お
答
え
の
問
題
点
に
触
れ
ず
国

民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
と
お
考
え
か
。

�

実
際
の
「
あ
っ
せ
ん
」
の
有
無
は
、
各
省
庁
の
一
方
的
な
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
真
偽
は
国
民
か
ら
見
た
場

合
定
か
で
は
な
い
。
政
府
は
、
「
あ
っ
せ
ん
」
の
有
無
に
つ
き
、
判
断
の
明
確
な
基
準
を
設
け
て
い
る
の
か
。
事
前
あ
る

い
は
事
後
に
、
一
元
的
に
「
あ
っ
せ
ん
」
の
有
無
や
再
就
職
の
適
否
を
確
認
す
る
者
は
い
る
の
か
。

�

国
民
は
「
天
下
り
」
に
よ
っ
て
、
税
金
か
ら
複
数
回
に
わ
た
っ
て
高
額
の
報
酬
や
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
を
問
題

視
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
「
あ
っ
せ
ん
」
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
務
員
Ｏ
Ｂ
は
基
本
的

に
、
政
府
の
出
資
比
率
が
高
い
団
体
や
政
府
が
補
助
金
を
拠
出
し
て
い
る
団
体
に
は
再
就
職
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

こ
そ
、
「
天
下
り
根
絶
」
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
、
公
費
の
割
合
に
応
じ
た
規
制
を
す
る
用
意
は
あ
る
か
。

�

国
民
は
「
天
下
り
」
に
よ
っ
て
、
公
務
員
Ｏ
Ｂ
を
介
し
て
政
府
と
団
体
の
不
透
明
な
関
係
が
生
じ
る
こ
と
を
問
題
視
し

二



て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
国
家
公
務
員
法
第
百
六
条
の
四
に
あ
る
よ
う
な
時
限
的
な
措
置
で
は
な

く
、
恒
久
的
に
公
務
員
Ｏ
Ｂ
と
関
係
団
体
と
の
接
触
を
禁
止
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
考
え
方
も
あ
り
う
る
。
民
主
党

は
「
天
下
り
根
絶
」
を
主
張
し
て
き
た
が
、
政
府
と
し
て
、
こ
の
考
え
方
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
お
持
ち
か
。

「
天
下
り
根
絶
」
の
一
環
と
し
て
本
条
の
改
正
ま
で
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
か
、
併
せ
て
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

�

今
後
の
官
民
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
総
理
は
廃
止
す
る
方
針
を
明
言
し
て
お
ら
れ
る
が
、
廃
止
後

に
新
設
予
定
の
「
民
間
人
材
登
用
・
再
就
職
適
正
化
セ
ン
タ
ー
」
を
め
ぐ
っ
て
は
原
口
総
務
大
臣
が
、
「
官
民
人
材
交
流

セ
ン
タ
ー
の
衣
替
え
」
に
過
ぎ
な
い
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
実
効
性
に
は
疑
問
が
あ
る
。
原
口
大
臣
が
前
述
の
よ
う
に
指

摘
し
た
根
拠
お
よ
び
、
政
府
と
し
て
「
民
間
人
材
登
用
・
再
就
職
適
正
化
セ
ン
タ
ー
」
に
ど
の
よ
う
な
権
限
・
役
割
を
付

与
し
て
「
官
民
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
」
と
異
な
る
組
織
に
す
る
つ
も
り
な
の
か
、
見
解
を
う
か
が
い
た
い
。

三

総
務
省
が
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
二
日
に
公
表
し
た
資
料
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三

十
日
ま
で
の
間
に
、
国
家
公
務
員
法
第
百
六
条
の
二
十
五
第
一
項
等
の
規
定
に
基
づ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
内
閣
に
報
告

さ
れ
た
国
家
公
務
員
の
再
就
職
の
事
例
は
四
百
五
十
五
件
に
の
ぼ
る
。
そ
の
う
ち
百
六
十
二
件
で
は
、
官
民
人
材
交
流
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

三



�

鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
が
閣
議
で
官
民
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
あ
っ
せ
ん
」
の
禁
止
と
も
取
れ
る
発
言
を
し
た

後
、
す
な
わ
ち
平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日
以
降
の
、
官
民
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
を
介
し
た
再
就
職
の
事
例
の
有
無
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

も
し
も
�
に
該
当
す
る
事
例
が
あ
る
場
合
、
総
理
の
閣
議
で
の
発
言
と
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
再
就

職
の
経
緯
や
必
要
性
、
発
言
と
矛
盾
し
て
い
な
い
と
い
う
根
拠
を
明
確
に
述
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。

四

政
府
は
天
下
り
の
禁
止
に
伴
い
、
独
立
行
政
法
人
の
役
員
を
公
募
制
に
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
平
成
二
十
一
年
十
二

月
三
十
日
に
発
表
さ
れ
た
役
員
の
選
考
結
果
に
よ
れ
ば
、
今
回
公
募
の
対
象
と
な
っ
た
二
十
七
独
立
行
政
法
人
四
十
九
ポ
ス

ト
の
う
ち
、
民
間
か
ら
の
起
用
は
再
任
一
人
を
含
め
て
四
十
八
人
、
一
方
で
公
務
員
Ｏ
Ｂ
か
ら
の
起
用
は
十
六
人
、
そ
の
う

ち
十
一
人
は
再
任
と
な
っ
て
い
る
。
公
務
員
以
外
か
ら
の
起
用
が
難
し
い
状
況
が
露
呈
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
以
下
の
点

に
つ
い
て
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

�

「
あ
っ
せ
ん
」
が
な
い
も
の
と
は
い
え
、
公
務
員
Ｏ
Ｂ
が
実
質
的
に
役
員
に
就
任
し
や
す
い
環
境
が
あ
れ
ば
、
天
下
り

の
禁
止
は
骨
抜
き
に
な
る
。
政
府
が
、
独
立
行
政
法
人
役
員
の
公
募
対
象
者
か
ら
公
務
員
を
除
外
し
な
い
理
由
は
何
か
。

「
あ
っ
せ
ん
」
が
な
け
れ
ば
な
ぜ
就
任
に
問
題
が
な
い
と
言
え
る
の
か
、
明
確
に
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

四



�

公
務
員
Ｏ
Ｂ
か
ら
の
再
任
が
決
ま
っ
た
以
下
の
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
、
他
に
公
務
員
Ｏ
Ｂ
以
外
の
者
が
多
数
応
募
し
て
い

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
務
員
Ｏ
Ｂ
の
再
任
を
決
定
し
た
根
拠
と
な
る
専
門
委
員
会
の
評
価
、
報
酬
、
最
終
決
定

権
者
が
再
任
を
可
と
し
た
根
拠
を
各
々
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

�

造
幣
局
理
事
…
財
務
省
Ｏ
Ｂ

�

日
本
万
国
博
覧
会
記
念
機
構
監
事
…
警
察
庁
Ｏ
Ｂ

�

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
理
事
（
二
名
）
…
内
閣
府
Ｏ
Ｂ
、
経
済
産
業
省
Ｏ
Ｂ

�

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
理
事
（
二
名
）
…
文
部
科
学
省
Ｏ
Ｂ
二
名

�

原
子
力
安
全
基
盤
機
構
監
事
…
人
事
院
Ｏ
Ｂ

�

情
報
処
理
推
進
機
構
理
事
…
経
済
産
業
省
Ｏ
Ｂ

�

鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
理
事
長
代
理
…
海
上
保
安
庁
Ｏ
Ｂ

	

海
上
災
害
防
止
セ
ン
タ
ー
監
事
…
財
務
省
Ｏ
Ｂ




日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
理
事
…
国
土
交
通
省
Ｏ
Ｂ

�

仙
谷
前
行
政
刷
新
担
当
大
臣
は
独
立
行
政
法
人
役
員
の
公
募
に
当
た
っ
て
、
「
公
募
役
員
に
は
、
従
来
の
独
立
行
政
法

五



人
の
役
員
と
し
て
の
業
務
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、
独
立
行
政
法
人
を
活
性
化
し
国
民
の
信
頼
を
回
復
す
る
と
い
う
強
い

決
意
と
、
改
革
の
第
一
線
に
立
っ
て
困
難
を
克
服
し
独
立
行
政
法
人
の
将
来
を
切
り
開
く
行
動
力
を
発
揮
し
、
独
立
行
政

法
人
の
側
か
ら
改
革
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
従
来
の
公
務

員
Ｏ
Ｂ
の
役
員
の
再
任
を
認
め
て
も
、
独
立
行
政
法
人
の
抜
本
的
改
革
と
い
う
目
標
は
達
成
で
き
る
と
お
考
え
な
の
か
。

�

公
募
に
当
た
っ
て
、
公
務
員
に
有
利
な
応
募
条
件
が
課
さ
れ
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
る
。
応
募
条
件
は
誰
が
、
ど
の
よ

う
に
決
定
し
た
の
か
。
ま
た
、
応
募
お
よ
び
選
考
の
過
程
で
、
民
間
出
身
者
と
公
務
経
験
者
と
の
公
平
性
を
担
保
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
選
考
の
公
平
性
及
び
透
明
性
を
十
分
確
保
し
な
が
ら
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
に
努
め
て
い

く
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
二
六
号
）
た
め
の
具
体
的
な
改
善
策
は
お
考
え
か
。
今
後
の
公
募
制
の
方
針
を
含
め
て
お
答

え
い
た
だ
き
た
い
。

�

九
つ
の
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
適
任
者
が
い
な
か
っ
た
と
し
て
再
公
募
を
決
め
た
が
、
「
適
任
者
」
は
、
誰
が
、
ど
の
よ

う
な
基
準
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
の
か
。

五

厚
生
労
働
省
所
管
の
独
立
行
政
法
人
の
嘱
託
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
公
務
員
Ｏ
Ｂ
が
実
際
に
は
職
務
以
上
の
高
給

を
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
政
府
は
全
省
を
対
象
に
実
態
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
総
務
省
所
管
の

六



独
立
行
政
法
人
な
ど
で
も
同
様
の
事
例
が
発
覚
し
て
い
る
。

�

第
百
七
十
三
回
臨
時
国
会
提
出
の
質
問
第
一
〇
六
号
「
天
下
り
の
実
態
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
す
る
答
弁
書

（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日
内
閣
衆
質
一
七
三
第
一
〇
六
号
）
「
四
の
�
に
つ
い
て
」
で
政
府
は
、
「
府
省
庁
に
よ
る

あ
っ
せ
ん
の
有
無
を
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、
「
天
下
り
」
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
あ
っ
せ
ん
」
が
当
時
は
規
制
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
現
在
調
査
し
て
あ
っ
せ
ん
の
有
無
を

確
認
す
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
確
認
し
な
い
の
か
。

�

同
答
弁
書
の
「
四
の
�
に
つ
い
て
」
で
政
府
は
「
調
査
結
果
も
踏
ま
え
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
。
」
と

述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
今
回
の
調
査
結
果
を
受
け
て
対
策
の
検
討
は
進
ん
で
い
る
の
か
。
調
査
の
規
模
、
公
表
の
時
期
、

お
よ
び
検
討
し
て
い
る
対
策
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


